
校長だより 令和４年７月21日

第６号

朝の光景から

校門での立哨を終えて、児童玄関へ行きました。すると花に水やりをする５年生たちが、

「おはようございます」と気持ちのよい挨拶をしてくれました。横断歩道を渡るときにし

てくれたのに、また改めて。ありがとう。

八角池に枯れ葉が浮いていたので掬うことにしました。すると２年Ａさんが、「先生、

収穫できた」とミニトマトを見せてくれました。「初収穫？」と聞くと「ん～ん、もう20

個目程」とのことでした。

次に１年Ｂさんがやって来て、「蜘蛛の巣ある。昨日のより大きいな」と言うので、「ど

こ？」と言って、観察力に感心しながら一緒に見ました。そこへ２年Ｂさんが来て、「お

はようございます」と言ってくれました。観察に夢中になって池の方を見ながら「おはよ

うございます」と答えてしまいました。

その後、他の場所へ移動すると、また２年Ｂさんが「おはようございます」と挨拶をし

てくれました。「おはようございます」と答えると、「（校門前での挨拶を含め）これで３

回目」と言うので、「ごめんね。さっき（池を見ていて）目を合わせなかったもんね」と

お詫びをしました。２年Ｂさんは、頭を縦に振って頷きました。

しばらくして、数名の１、２年生が池に集まり、メダカを観察していました。「ここに

いるここにも」「こっちにもおるよ」と。「家のメダカ卵を産んで、もう何十匹も増えた」

とも言っていました。

朝、校庭にいると、子供たちが素敵な姿を見せてくれます。それぞれが気持ちのよい挨

拶をしてくれて、爽やかな一日の始まりを感じます。

また、いろいろな話を聞かせてくれます。旺盛な好奇心に感心することがあります。そ

う言えば、先日校庭に「ニイニイゼミ」がいました。久しく見たことがなかった私は、「わ

っ、ニイニイゼミや」と驚き気味で声を出し、近くにいた２年生に「ニイニイゼミ、見た

ことある？」と聞くと、「うん、この間、プールの所におった」と答えました。もう私よ

りも先に観察済みでした。ちなみに、畑にある木でニイニイゼミの抜け殻を複数個見付け

ました。金山には棲息しているようです。

間もなく夏休みが始まります。観察したり、体験したりする時間たっぷりです。好奇心

旺盛な子供たちは、何を観察して知識を増やし、何を体験して自信を深めるのでしょうね。

２学期、一回り大きくなって登校する子供たちの姿を楽しみにしてしています。

保護者の皆様、どうぞいろいろなことに取り組ませてあげてください。

素敵に輝け！


